
1──「三農問題」からの脱却を目指して

　
一
九
五
〇
年
代
、
都
市
と
農
村
を
差
別
的
に
管
理
す
る
戸
籍
制
度

と
そ
れ
に
基
づ
く
配
給
制
度
に
よ
っ
て
人
口
の
移
動
が
制
限
さ
れ

た
。
そ
う
し
た
な
か
、
人
口
増
加
政
策
が
展
開
さ
れ
、
中
国
の
農
村

地
域
は
膨
大
な
過
剰
人
口
を
蓄
積
し
た
。
自
然
条
件
、
産
業
条
件
へ

の
配
慮
を
欠
い
た
政
策
の
展
開
と
市
場
原
理
に
よ
る
調
整
の
欠
落
が

三
農
問
題
（
農
民
の
貧
困
、
農
業
の
立
ち
遅
れ
、
農
村
の
疲
弊
を
中

心
と
す
る
問
題
）
と
そ
の
解
決
の
困
難
性
を
も
た
ら
し
た
。

　
開
発
経
済
学
に
よ
れ
ば
、
伝
統
農
業
は
労
働
集
約
的
な
生
産
様
式

を
と
る
た
め
生
産
性
が
低
い
。
そ
う
し
た
な
か
、
工
業
化
の
進
展
に

よ
っ
て
、
非
農
産
業
が
農
村
の
労
働
力
を
吸
収
し
始
め
る
。
農
業
は

従
事
者
の
減
少
に
伴
い
、
労
働
生
産
性
が
上
昇
す
る
。
そ
し
て
、
農

業
か
ら
労
働
力
を
さ
ら
に
排
出
す
れ
ば
、
農
村
で
は
労
働
力
不
足
に

な
り
、
食
糧
不
足
が
生
じ
、
食
糧
価
格
が
上
昇
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
農
業
へ
の
資
本
投
資
が
拡
大
さ
れ
、
伝
統
農
業
が
現
代
農
業
に

進
化
す
る
。

　
改
革
開
放
以
後
、
民
営
企
業
の
拡
大
と
外
資
の
導
入
に
伴
う
工
業

化
が
急
速
に
進
み
、
低
賃
金
に
基
づ
く
高
い
国
際
競
争
力
を
武
器
に

軽
工
業
製
品
の
輸
出
が
増
え
、
中
国
で
は
工
業
化
が
進
ん
だ
。
工
業

に
お
い
て
労
働
力
へ
の
需
要
が
高
ま
り
、
農
民
の
離
農
が
促
進
さ
れ

た
が
、
当
時
の
中
国
で
は
請
負
制
の
下
で
の
規
模
拡
大
が
困
難
で

あ
っ
た
。
小
規
模
経
営
に
よ
る
農
業
で
は
収
入
が
低
く
、
農
民
は
農

業
に
投
資
し
よ
う
と
せ
ず
、
離
農
に
伴
う
耕
地
の
放
置
が
広
が
り
、

こ
の
動
き
は
農
業
の
現
代
化
を
妨
げ
た
。
食
糧
不
足
を
解
消
す
る
た

め
、
中
国
政
府
は
不
足
分
の
食
糧
を
輸
入
し
、
国
内
市
場
の
食
糧
価

格
の
安
定
を
図
っ
た
。
そ
の
結
果
、
更
な
る
離
農
と
耕
地
の
放
置
を

招
き
、
非
農
産
業
に
就
業
で
き
ず
、
農
業
に
従
事
せ
ざ
る
を
得
な
い

農
民
が
貧
困
に
晒
さ
れ
た
。
農
業
の
立
ち
遅
れ
、
農
民
の
貧
困
、
拡

大
す
る
人
材
と
資
本
の
流
出
の
前
で
中
国
の
農
村
は
疲
弊
し
て
い

た
。
諸
問
題
に
気
づ
い
た
政
府
は
土
地
政
策
を
見
直
し
、
大
規
模
化

を
推
奨
し
た
が
、
都
会
の
生
活
に
慣
れ
た
人
々
は
農
村
に
戻
ろ
う
と

せ
ず
、
農
業
の
後
継
者
不
足
問
題
が
露
呈
し
た
。
ま
た
、
大
規
模
化

が
図
れ
ず
、
農
業
に
よ
る
収
益
が
上
げ
ら
れ
な
い
山
間
地
域
で
は
耕

地
の
放
置
が
依
然
と
し
て
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
点

か
ら
三
農
問
題
は
根
本
的
に
解
決
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
不
況
に

「
三
農
問
題
」か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
て 

編
集
部
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な
れ
ば
、
非
農
産
業
に
よ
る
労
働
力
の
需
要
不
足
が
生
じ
、
農
村
労

働
力
の
失
業
と
貧
困
化
が
再
び
三
農
問
題
を
深
刻
化
さ
せ
る
。
三
農

問
題
か
ら
の
完
全
脱
却
を
目
指
す
た
め
に
、
中
国
は
構
造
転
換
を
完

成
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
前
に
、
以
下
の
問
題
に
対
し
、
ど
の

よ
う
に
対
処
す
る
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
つ
目
に
、
食
糧
問
題
で
あ
る
。
食
料
自
給
率
が
低
い
ま
ま
先
進

国
に
な
っ
た
国
は
少
な
く
な
い
が
、
中
国
の
場
合
は
巨
大
な
人
口
と

政
治
体
制
を
考
慮
し
て
、
食
料
安
全
保
障
を
独
自
に
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
。
中
国
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
食
糧
輸
入
国
に
転
じ
、
二
〇
〇

〇
年
の
穀
物
の
輸
出
と
輸
入
は
そ
れ
ぞ
れ
一
三
七
八
万
ト
ン
と
三
一

五
万
ト
ン
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
二
〇
一
七
年
に
は
一
五
六
万
ト

ン
と
二
五
五
九
万
ト
ン
に
大
き
く
変
わ
っ
た
。
中
国
は
穀
物
の
自
給

率
が
比
較
的
高
く
、
輸
出
を
中
止
す
れ
ば
九
五
・
七
％
に
達
す
る

が
、
そ
の
不
足
分
を
生
産
す
る
の
に
四
二
〇
〇
キ
ロ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

耕
地
が
必
要
と
な
る
。
輸
入
依
存
の
大
豆
の
自
給
率
を
一
〇
〇
％
に

引
き
上
げ
る
に
は
さ
ら
に
五
二
六
〇
〇
キ
ロ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
地
が

必
要
と
な
り
、
そ
れ
以
外
に
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
輸
入
も
拡
大
し
て

い
る
。
今
後
中
国
の
人
口
は
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
食

用
よ
り
食
事
の
改
善
に
必
要
な
飼
料
用
及
び
工
業
用
の
増
加
が
見
込

ま
れ
、
需
要
の
拡
大
に
対
し
て
、
離
農
に
伴
う
生
産
規
模
の
縮
小
は

軽
視
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。

　
二
つ
目
に
、
非
農
産
業
に
よ
る
労
働
力
の
吸
収
の
問
題
で
あ
る
。

中
国
統
計
年
鑑
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
〇
年
に
産
業
全
体
の
六
八
・

七
％
を
占
め
て
い
た
第
一
次
産
業
の
従
事
者
は
、
社
会
主
義
市
場
経

済
の
概
念
が
確
立
し
た
一
九
九
二
年
に
は
五
八
・
五
％
に
な
り
、
ル

イ
ス
転
換
点
の
通
過
を
め
ぐ
る
論
争
が
起
き
た
二
〇
〇
四
年
に
は
四

六
・九
％
に
、
さ
ら
に
二
〇
一
七
年
に
は
二
七
・
〇
％
に
な
り
、
労
働

力
の
農
村
か
ら
の
流
出
が
加
速
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
人
当
た
り

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
同
水
準
の
諸
国
に
比
べ
、
中
国
の
第
一
次
産
業
労
働
者
の

割
合
は
依
然
と
し
て
高
い
。
こ
の
非
合
理
的
な
産
業
構
造
と
広
範
囲

に
わ
た
る
農
村
の
貧
困
問
題
は
中
国
が
「
中
所
得
国
の
罠
」
か
ら
脱

出
す
る
の
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
農
業
、
農
村
か
ら
人
口

を
排
出
す
る
こ
と
が
さ
ら
に
要
求
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
排
出
さ
れ
る
農
村
労
働
力
は
量
的
に
見
れ
ば
非
農
産
業

の
吸
収
能
力
に
応
じ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
国
は
二
〇

〇
四
年
か
ら
「
民
工
荒
」（
未
熟
練
部
門
の
労
働
力
不
足
）
が
叫
ば

れ
て
い
る
が
、
同
時
に
深
刻
な
失
業
問
題
も
提
起
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
労
働
力
不
足
と
断
定
す
る
前
に
、
労
働
市
場
に
お
け
る
需
要

と
供
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
参
考
に
な

る
失
業
率
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
中
国
統
計
年
鑑

に
基
づ
い
て
、
以
下
の
計
算
を
行
っ
た
。
労
働
力
人
口
数
に
占
め
る

就
業
者
数
の
割
合
は
、
二
〇
〇
五
年
に
は
九
七
・
四
％
で
あ
っ
た

が
、
二
〇
〇
八
年
に
九
八
・
一
％
に
上
昇
し
た
後
、
低
下
に
転
じ

て
、
二
〇
一
七
年
は
九
六
・
二
％
に
な
っ
た
。
こ
の
労
働
力
人
口
に

は
農
村
戸
籍
も
含
ま
れ
、
就
業
者
数
は
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
所
属
す
る

も
の
で
あ
る
。
数
値
の
推
移
だ
け
見
れ
ば
、
完
全
失
業
率
の
上
昇
は
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明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
近
年
、
特
に
問
題
視
さ
れ
る
中
国
の
「
産

能
過
剰
」（
過
剰
な
生
産
能
力
）
を
考
え
れ
ば
、
非
農
産
業
に
よ
る

農
村
労
働
力
の
吸
収
は
決
し
て
楽
観
視
で
き
な
い
。

　
三
つ
目
は
農
民
の
所
得
向
上
の
問
題
で
あ
る
。
近
年
、
都
市
と
農

村
に
お
け
る
相
対
的
な
貧
困
は
深
刻
で
あ
り
、
こ
の
状
況
の
中
で
、

「
産
業
構
造
の
合
理
化
」
を
図
れ
ば
、
低
技
能
未
熟
練
労
働
者
が
農

村
か
ら
流
出
し
、
低
技
能
・
低
賃
金
労
働
市
場
に
吸
収
さ
れ
る
。
低

賃
金
で
あ
る
ゆ
え
生
活
の
維
持
と
改
善
に
よ
り
多
く
の
労
働
力
を
提

供
し
よ
う
と
、
男
性
労
働
力
、
女
性
労
働
力
の
次
に
、
高
齢
者
と
学

齢
期
若
年
層
の
労
働
力
化
が
進
む
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
農
村
か
ら
流

出
し
た
労
働
力
を
中
心
に
貧
困
層
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
く
階

層
分
化
と
階
層
の
固
定
化
が
危
惧
さ
れ
る
。
こ
の
状
況
を
回
避
す
る

た
め
、
農
業
生
産
性
の
上
昇
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
と

同
時
に
農
民
一
般
の
所
得
向
上
も
図
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
日
本
は
、
一
九
六
五
年
に
農
村
か
ら
の
人
口
移
動
が
完
成
す
る
と

同
時
に
、
農
業
世
帯
の
平
均
所
得
が
勤
労
世
帯
を
上
回
り
、
農
業
世

帯
に
よ
る
所
得
の
優
位
は
過
疎
が
も
た
ら
す
村
落
社
会
の
崩
壊
ま
で

続
い
た
。
市
場
原
理
は
大
規
模
化
と
効
率
化
を
促
し
、
生
産
性
の
向

上
を
も
た
ら
す
が
、
人
口
圧
力
が
高
く
、
耕
地
面
積
の
狭
い
戦
後
の

日
本
に
と
っ
て
ア
メ
リ
カ
方
式
の
農
業
経
営
は
適
切
な
方
法
で
は
な

か
っ
た
。農
業
経
済
、農
民
の
生
活
を
守
る
た
め
、日
本
政
府
は
市
場

原
理
を
遮
断
す
る
農
業
政
策
を
展
開
し
た
。
農
地
の
取
引
は
公
的
機

関
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
農
業
生
産
は
個
々
の
農
民
を
規
制
す
る
組

織
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
日
本
の
資
本
集
約
的
農
業
は
、
小
規
模

生
産
の
中
で
品
種
改
良
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
高
付
加
価
値
化
に
基

づ
く
単
位
面
積
当
た
り
の
収
益
の
拡
大
を
実
現
し
た
。
特
殊
な
農
業

技
術
は
他
の
産
業
の
特
殊
な
技
術
と
同
様
、
適
切
な
産
業
保
護
と
長

期
に
わ
た
る
蓄
積
の
中
か
ら
で
し
か
成
長
し
な
い
。
日
本
は
社
会
主

義
的
な
生
産
様
式
で
欧
米
諸
国
と
異
な
る
農
業
技
術
を
選
択
し
た
。

　
中
国
に
と
っ
て
食
料
安
全
保
障
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
生
産
量

の
維
持
と
農
民
の
所
得
向
上
を
同
時
に
実
現
さ
せ
る
に
は
大
規
模
化

と
高
付
加
価
値
化
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
農
業
生

産
の
資
本
集
約
化
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
耕
地
面
積
は
一
・
六
億
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
そ
れ
に
比
べ
中
国
の
耕
地
面
積
は
一
・
四
億
ヘ

ク
タ
ー
ル
未
満
で
あ
る
。
そ
の
上
、
中
国
の
農
業
人
口
だ
け
で
も
ア

メ
リ
カ
の
総
人
口
に
匹
敵
す
る
。
土
地
条
件
と
人
口
条
件
に
恵
ま
れ

た
ア
メ
リ
カ
は
大
規
模
経
営
を
容
易
に
展
開
で
き
る
が
、
中
国
は
ア

メ
リ
カ
式
の
農
業
を
展
開
す
る
の
に
さ
ら
に
三
億
人
以
上
を
農
村
か

ら
排
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
国
に
と
っ
て
、
農
業
は
農
村
社

会
の
持
続
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
大
規
模
な
人
口
を
養
う
だ

け
で
は
な
く
、
農
民
の
所
得
向
上
を
も
た
ら
す
手
段
と
し
て
も
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
大
規
模
化
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
そ
れ
以
外
に
も
高
付
加
価
値
化
な
ど
地
域
特
性
に
応
じ
た
模

索
と
展
開
も
求
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
地
域
ご
と
に
異
な
る
土

地
条
件
と
人
口
条
件
を
考
慮
し
、
欧
米
や
日
本
の
農
業
を
参
考
に
し

て
、
農
業
を
多
元
的
に
展
開
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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市
場
化
、
産
業
化
、
都
市
化
を
掲
げ
た
農
業
・
農
村
を
め
ぐ
る
諸

政
策
か
ら
、
中
国
政
府
の
「
低
い
農
業
生
産
性
こ
そ
三
農
問
題
の
核

心
」
と
い
う
三
農
問
題
に
対
す
る
捉
え
方
が
見
え
て
く
る
。
し
か

し
、
農
業
の
低
い
生
産
性
、
あ
る
い
は
農
民
の
貧
困
と
格
差
は
こ
れ

ま
で
蓄
積
し
て
き
た
問
題
の
結
果
で
あ
り
、
表
面
的
な
現
象
に
す
ぎ

な
い
。
三
農
問
題
の
核
心
は
長
い
間
土
地
と
農
業
に
縛
ら
れ
た
農
民

と
都
市
住
民
の
間
に
固
定
化
さ
れ
た
所
有
と
分
配
の
矛
盾
と
対
立
で

あ
る
。
そ
の
た
め
三
農
問
題
を
め
ぐ
る
社
会
構
造
を
理
解
し
、
経
済

体
制
と
政
治
体
制
を
含
む
社
会
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
図
る
対
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
短
期
間
で
農
業
生
産
性
と
農
民
所
得

の
上
昇
を
目
指
す
だ
け
で
は
三
農
問
題
が
根
本
的
に
解
決
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
。

　
経
済
発
展
の
な
か
、
農
民
の
貧
困
と
格
差
を
中
心
と
す
る
三
農
問

題
が
顕
在
化
し
、
都
市
と
農
村
を
差
別
的
に
管
理
し
て
き
た
二
元
構

造
に
対
す
る
批
判
が
高
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
二
元
構
造
の
是
正
を
め

ぐ
り
、
従
来
の
戸
籍
制
度
の
撤
廃
と
人
口
の
移
動
の
自
由
化
、
都
市

と
農
村
の
生
産
財
市
場
、
消
費
財
市
場
の
統
合
、
農
村
の
生
産
資
源

の
再
配
置
、
土
地
の
流
動
化
の
是
非
に
対
す
る
議
論
が
絶
え
な
か
っ

た
。
新
古
典
派
経
済
学
理
論
に
立
脚
し
て
経
済
効
率
を
強
調
す
る
研

究
者
た
ち
は
、
中
国
の
農
村
・
農
業
を
市
場
経
済
の
角
度
か
ら
、
格

差
の
原
因
は
計
画
経
済
体
制
に
潜
む
非
合
理
性
と
不
公
正
に
あ
る
と

み
て
、
市
場
化
の
推
進
を
農
業
生
産
の
効
率
化
、
農
業
の
国
際
競
争

力
と
農
民
の
所
得
の
向
上
、
都
市
と
農
村
の
人
口
分
布
の
合
理
化
、

農
業
生
産
の
近
代
化
を
も
た
ら
す
方
法
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
主
張

は
中
国
の
農
村
・
農
業
研
究
の
主
流
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
機
会
の
平
等
性
と
結
果
の
平
等
性
に
注
目
す
る
「
反
市
場
原
理

主
義
」
の
研
究
者
た
ち
は
農
家
経
営
の
角
度
か
ら
市
場
に
恵
ま
れ
な

い
群
衆
の
苦
し
み
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
。
彼
ら
は
こ
れ
ま
で
の
マ

ル
ク
ス
理
論
に
基
づ
き
、
政
策
論
を
展
開
す
る
い
わ
ゆ
る
「
左
派
」

研
究
者
と
違
っ
て
、
市
場
の
失
敗
と
政
府
の
役
割
を
強
調
す
る
と
同

時
に
、
農
民
自
身
に
帰
属
す
る
問
題
や
官
僚
的
支
配
に
よ
る
弊
害
を

批
判
し
て
い
る
。
両
者
間
の
論
争
は
、
資
源
配
分
の
方
法
に
集
中
し

て
い
る
が
、
政
府
の
役
割
に
つ
い
て
、
市
場
に
お
け
る
公
平
競
争
の

維
持
、
身
分
制
度
に
基
づ
い
た
既
得
権
益
の
撤
廃
、
格
差
の
是
正
、

権
力
濫
用
の
防
止
等
に
関
す
る
見
方
で
一
致
し
て
い
る
。

　
多
数
派
の
声
に
も
少
数
派
の
声
に
も
耳
を
傾
け
、
賛
成
意
見
と
反

対
意
見
を
受
け
止
め
、
主
流
に
も
懐
疑
的
な
目
を
向
け
、
新
た
な
可

能
性
を
育
て
る
。
以
上
の
思
い
を
込
め
て
、
本
特
集
に
は
年
代
も
研

究
対
象
も
学
術
背
景
も
方
法
論
も
異
な
る
研
究
者
の
論
考
を
掲
載
し

た
。
三
農
問
題
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
て
、
問
題
を
提
起
し
、
議
論

を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

（
金 

湛
）


